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『那覇港富家選静観』者芸み愚息鰻鰹紀粛鰐職務の船  

聴淋蒸樽減  

i はじめに n■′一間j撲の所在■＝   

筆者はかつて「磯諾い洞欄相場鮎雄狛＝鍼鋸齢柳川ぷ息、しばしば窓掛紺克服とは閲横磯く剤  

離M粧磯髄限酢射鉦摘磯億賄揖那翔比、相川凋専紺冊紺㍑最適狛餅輔臓朝敵措机  

で時系列を無瀾几沃雄㌧ 凝棋那加㌫批鷹針∵般化Lて髄洒沈イ汗′き－るも紺が散見された」と瀾摘  

L「七うLた時凝別に対する糎瀦仕な態度は∴漁業 沖縄鋼船に限らず他地域も脅む璧プ嚢料  

釆腔巳到奉げ）倍鰍性を路ないかねないj とう才‡打法エたがあるト軌膵 崇鋤鈍；郎鋤㌦極．か滑能な  

級論は∴議論とLて成立するはず漸蒐い［そ椚ような鷹浅か碕彗 ませ服灘裾凋∴け溌パ溌紺雄  

像瀦料等椚藩狛駄針番謎学瀾服－＝式巨化して『煉凝＝燕柑橘加配雛鋸巨針汝に登城サ藩雛欄卜弟  

艇げ）インデックスを一作成し（極丼＋釧職b；椰潮卜ぺ拙㍉ ㍑トほ購胤御ポ≠トガ≠撒成層灘刹駅  

を講藩「㈹酎や紬摘心；郡摘十∵循∴1敏栗太成一げい慄禍網禍根狛㍑か机狛℃緻蝕するなどLて（磯  

往 雲猟馳∴揮濾狂瀾鉦∴掛貌準∵漁船即射明凝紺l桐摘沌瀾瀾し紅顔緋蠣鯛膵臓瀬㍑て計れ   

限掛骨ば勺 こうしか軒賽に引邁締き㍉ 柳像覇桝椚溝解捌を舶介した －（ヒ思う「摩ろをニ、ニごお㌘は、  

酢鰍港針杢たか哲子柚プたしで近枇末≠明治期に描かれた 減速捌陣風給をと頼あげた畔っ 畏≠  

それらを㌦欄狛㌦惹 酢那覇瀾沌購銅軋Iか呼ぶことた－れ狛軒∴照押まさ㌢≠ 謝傲猟麗子ら椚相磯ぶ  

よれば1注＝彗 それらは俳風細微鰍針掛、＝∴い在るも椚5点沃憎 頗は鉦㍊如か軋れたた思わ廟戌  

締机は膵㌧酢軋船難雛銅欄臓膵れ芳締る 汗㍑廿一膵摘】姉掛倒緋離観潮欄膵誹瀾蘭鮨磯＝  

l離翫摘摘瀾髄風 ＝献酬凋欄灘磯汀パ灘儲脚一組駆親切 用狛鉱場裏瀾掴鋸」i琉球渡商船閲輝風  

欄灘凍摩鷹合博物酪蔵－」「胤級鰍親閲屏風 ∈磁饗尭摩磯瀦摩爛瀾憐憫欄憐憫結ぃ椚㌢．翫軒綱着  

であり、r【琉球変易攫瀾（浦磯凍磯溜瀾摘紆上が練磨誉ある（園l～唇㍍∴㍊加須 －か耳管はば周  

1研削鋸封制裁計れたか銅管あわ≠ 牽こには岡崎㈹閻魔灘い翔磯漸増磯㌦ 摘樽凍溌≠戌一 骨捌  

かわ∴掛酢未㌦明治期の那覇濾たいう嘩瀾胱巨攣瀾膵臓蟻撒礪摘渡鳥㍑戌… 牽欄経線摘摘膵臓  

について多くの貌剛を 八鹿る雄撲灘遂溶射とレ引雛雛鍼招㌧ 沙磯宅とかか獅射－り軋駕にお  

けか隠単軌隕源状況を甫構成する上で東灘せこた封慄鳩な≠戊凍撞欄減圧湖膵臓摘摘膵抹凋緑  

じてとりあげるゆえんである ほiニ3）。）   

以1－、本稿でほ、これらに描かれた船をユ幾ごとにタテ断じ、各船の技術的櫛傲を明㌫）かにし  

て、 近陛莱一雄蠣猪豚闇澱那鰍紛糾雛減溌≠漉船舶∵離雛則雄㍑うなも紆酢射㍍鍼雄潤  

いて取りまとめたい。最終的には、それぞ甥′ダ）審判から船体ダラ資体條がわかるす璃てダラ船舶洲   
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その他とも笥う7項鋸二注巨＝J、資料ごとに刑一一覧表に整理するとともに（豪ユー～、－6）、各資料の全  

体的な特徴につ♭うて略述する。き次に、即）鵬山覧東を船型ごとに整理しなおL′（東7～15）篭各船  

型について、それぞれ職技簡約特徴を明らかにしたい′。   

な鰍、その際、各船の船型を訂司義する基礎嚢料とLて鴨東京層憧博物館所蔵の『琉球船舶図』  

5枚を参照した（園7一、仙ユ∠呈う。ただし≠照射船馴箪龍駄弁オ船など『琉球船舶園』にない船型  

に√つむ㌔ては、これまで聾者が削、てきた斉田語を億うこととした「ノ また㌔本文中、基本的に唐船  

と同様グ）ジャンク型の船体である滑封船を除き、こうした船舶妙舟艇につ㌦1ての分析は割愛し  

た。さらに、帆走をこ蔓コ職晩装の状態をあらわす際、船体準菓の主帆が左舷ガ右舷のどちらに片寄  

ってもうるかによっては開き」「右開き」と表現L∴前方朔弥帆が主帆と逆方向に片寄せられて  

閃か軋る場合は㌻∵観音開き」と呼ぶことにしたぐ図ユ5）。同様に、図中に描かれた地名や施設名  

の東記は避寒的をこ該当する 許灘覇港園屏風』の付箋あるいは書き込みによることとするが、そ  

れらがなむ議場合は薬事約読聴作図による「那覇読忠地図」と 掴ユ鋸、那覇市内での聞き取り調  

査で得た漁俗語菜によることとする（注穏）。  

＝＋『那覇濯図屏風』の船一覧表  

．‥；。・・●－・ニご二ニー‾∴ ・．．‥：－－－1：∴、：こ、 ‾．l・－ ●∴ － ‾．   

ここでは首里城とそこ㌦、～通じる街道が描かれた鱒ユ ♯2扇を省略Lているが、白や晋¢赤の  

縦三色旗を掲げたフラン′スある㌦うは‡プシ′アの艦船2饗、中国への朝賓を終えて帰国した唐船う  

篠龍劾競漕の磯子が描かれていることから∴首里の琉球王府がまだ存在鋤機能しており、払鎗  

霧船関東航Lた且鮎抱準、ごろの旧暦五月四欝の梯子が措かれてしちると思われるだ。『琉球船舶園』に  

ある増一代ての船型の船舟訂登場するが、慶良問船が描か才一もている数少な♭、作品のひとつである。  

薩摩藩の穐鼠流のみが逆方向にたなび♭当ても1るが～ それ以外、すべて卿軋や旗♯織類の方向は  

血致してお腎、初霧職南西準蘭風灘機中ているように描悌鶴ており、蘭蘭牒憮って虜磯藩濁竜  

一              一 一               、           ● 一  

補強用検束…罵艦船法馬の船尾の形状や機敏の継ぎ目、唐船のラダーの構造、主観を右舷妙左  

舷翻それぞれに片寄せて観音開きにして疑うる船の療予′など、一連の船の描写び）稚かきと正確さ  

を考えると、作者汐）空想のみによるあげ）とは思われない。更なる検討が必要である。   

2．「琉互譲交易港図屏風（清涼市芙締結蔵）」の船（図2・表2）   

掛野～紺観賞を終えて帰国した唐船㌧爬魔船競漕の様子が措かれていることから、これも近  

敬慕の旧暦五月闘冒の様子が措かれていることがわかる。丸洛中の船が太砲を発射している模  

騰が描かれている点は、当時の港湾行政の制度を考える上で興味深し、洩。『琉球船舶採i』にあるす  

べての船型の船が登場する。装飾的な風景の描写が印象に残る。帆装。賎紫のロ…プ常の取り  

回Lや船体の描き方などが詳細に措きこま渚もており、、業際の風景を見た経験のある作者の手に  

や・1一   



なるものと思われる。戌蘭L 鷹灘澗膵柑詔緩職比率は著しくパラン鼠を無い芳おり、た戊ゑ満  

渡航あるいは翻矧帆と思われる帆の描写は細か転㌔が、写楽”ぞ虜ったか嘗妾かにYmい・では疑問が残  

る。轢業中のダリ船が描かれているめずらしい作瀦常咽せ㍍噌磯雄、匝臓川睡廿膵津拍摘餌雄  

漁梯♂ノ）梯子を知る上で、掛床輝い｛〕胤デ取組蕃産、磯舟磯部との関係右よち ここ加′㌘もほぼ正確に描  

かれているこ〕   

3．「那覇潜園屏閲（首里城公【還】所蔵）．．1の船（1産】3」・譲∴＝   

厳瑳）給t軌的な作品｛つ 船に閉じては為 訂吋プM…プ類汐）聡巨川ま蓋し、装飾なと、㌔ 実に細かなところまで  

描きこまれて㍍る。しか七も た職域摘葦澗損膏瀾ほ雄蟻凋ほ雄＝㍑摘㌧舶潤膵臓溝邁紺㍑づ  

が強調されるなど椚デマオ鈍りカ膵㍍㌍範疇服か恒研鰍掛雛5 鱒6覇にまたがりて描博凍鳶牒潤  

一              ・・                 ：                       ：  

細臥に即削離糾㍉聴腑欄打帽臓渥潤いても同級のこ翫弼翫＝が鴇 疾走瑠馴革触船た芝桝ま逆  

ご    ・                                        …・     l ．・  

ともにおこなわれた．掛鰍エツカ潔巴酬椚斬牒ぺ鳩滅藩澗描溌欄礪紺凋Ⅶかれており、風俗画と  

しで卿願慕い。   

4．「琉球進貫船図屏風（京都大学総合†j馴勿相成）．iの岨（二転巨卜衷∠l）   

剰針礪欄偶成終か翻紺肛濃蘭船J酬鯛臓済閏棒普綱錮欄諾い鉦㌫㈹咤㍉ これ机  

世末の旧暦軋榔四伸紆隠骨離掛かれぞいるこかがわか説い’琉球㈲朝腹1』にあるすべ帯状磯漕‡開  

始が登場す射狐 腐紺膵臓服瀾かれ郡湖狛㌦ 顆澗湖磯風鰍瑚齢銅相場ぷ捕私パ齢錮凋瀾  

1帖一心■叫■丁・机上J・1二什川トトし∴卜；く二・、H・小麦■十■イ「∴l∴lし萱十上目≒ニ㌧・ニイ∴＝卜坤ハ！一！川∴トトJ1いこ、ト桂川i∴二  

封削が2枕登なが訂描かれWどいる。酬。ニ浄ダ嘗者頚があるが奪 軌湛り・磯基開口輌プ執関取吟閉じや舶雁  

紆猫針ガなど∴船に閲L芳は紳輔に描轟這まれ苦い牒わ 痍瀾憐憫瀾億晃濃縦儲潤あ藩稚磯聞手  

になるも銅軋限われる得 ただL≠ 覇6爛奥職東灘で瀾漉l†紆紛が汐り船場なり管慄㈹㌧ し諭用  

船硯が碑針構えて射る虚には凝間が磯牒。ニ芸習凍泉瀾中期臨軌雛錮凋線化常射るノ風向と  

l帖に、旗・l亨1j■射的！ニバ拉＝肯し、∴∴■立木仁l十L「l卜碓ミ†描lニてい」仁1二■いノ三∴   

5．「琉球貿易国屏鳳（穀㌍大学経済学部附J諸費料館蔵）＿1の船（図5 ■衷5）   

申申十＼・ハ・伸，1i■十パ・Jさ■こ小．伸車ノ：伸打∴Jl肪≠瑞高石■竹ハ▼卜†イ・二′H〉l■い＝十、二い・†∴二∴†∴小⊥■ト、∴れい！土  

・；・卜．・・l．l■・－i －・■ ご ！●   一 ● ・；・ト・・i ‥・   ・・√ －・  

船が登場せ｛るが、慶良問船は描かれていない。）装飾的る；風祭伊）描写が印象に減る苺 補流苗賂術  

鮪刊 凍都東学蔵約屏風鳶選式似蘭ヵで凝牒旬 間卜昭一瀾漉作と思われるfl解3覇ダ）燭艦船が2  

蝮薮な叩つて描かれ帥訂し一鳩慮がぶ蓼当かLけレ㌔が、帆麓嫡磯基鵜沼佃プ腰灘職雄図七牒憐憫減瀾摘戌橘  

、   ■ ■     卜lき． ：・・     ：．・・ ・．‡・．l ・：：－・． 、  

るものと思われるす。ただし，旬 これ狛幣軋隊殿卵塊確で瀾照雄曙噛・が汐り船にな霊てお堕≠ しか  

（）ト・   



も船頭が禅を構えている。馴ょり不審である。ここでも入港中の船が太砲を発射し㌣いる。風  

向と帆装、旗中幡瀕との関係ほ、ここでもほぼ正確に描かれている。   

6．「琉球交易澄国（浦添市蓑締紹蔵）」の船（図6 一表6）   

現在は3ゆ霞射で軸紫されているが鴇発出のか野、謝敷げ）研二究では、もともとほ屏風仕立てだ  

った♂〕ではないかと推測されている。中国へ、の朝貢を終えて帰国した唐船、爬籠船競漕の梯二第一  

が描かれていることから、これも近世末の旧暦五月四日の梯子が描かれていることがわかる。  

許♪琉球船舶園』にあるすべての船型の船が登場するが、慶良問船については、それかと推測され  

る船がユ隻、右帽に措かれても、るものの。も 不明である。右幅に琉球国王を封じる浄財船2鷺が  

描かれて♭うる煮で他の作品とはまった宅凝をる構成とる言ってしうる。睨紫尊厳紫のこ才一ープ類の取  

り回Lや船体の描き方など、船に関しては詳細に措きこまれている。これも業際の風景を見た  

経験のある傍者♂〕手になるものと思われる。〕風景び〕描写はこれも装飾的だが、雰囲気は浦添前  

葉締鰭や京都一束学1b 滋賀東学蔵♂）屏風とは異なっており、また別の作者ないし工房の作と思わ  

れる。ここであÅ港隼貰の船が太砲を発射して㌦うる。風向か旗一級類と椚関係はここでもほぼ正  

確に措かれているが、左から右へ吹く風に対L、抑賢囁手前の冊封船は逆風に対応する帆裳にな  

っている。あるいは入港後に帆走をやめて回頭し、スピーー ドを落として鮨帆する直前の横磯を  

描』㌔て緑ちるかと思われる。  

川 『那覇港図屏風』の船   

1．唐船一冊封船（図7，表7 －16）   

どちらも中国華南地方で建造されていたジャン汐塑の船のバリエ如ションである。特に福建  

省で慣われたものは 雷”福船」か呼ばれていた。斬儲が観音開きになって♭もるところを正簡から  

見るた鞄ようど魔が羽を広ぼて㍍るような印象を与えることから「鳥船」、「烏船＿j とも呼ばれ  

て㌦㌔たま‥）沖縄にもこうした造船技術が伝えられており、現地で建造されていたが∴福建省で選  

られる‰のとどのような違号ノ竃があったかについては、鴫 よくわかっていない㌣，釧言責の割に全長が  

長束、直進性、高速性に慣れて♭うたという諮を聞いたことがあるが、詳Lいことほ不明であるく〕  

船内が隔壁によって紆切ら㌢L、その隔壁自体が構造材の役割を果たし、極めて堅牢に造られて  

い′ごト   

なお、『琉球船舶図』につをサられた付箋によれば、舷と撼檎に「関帝王旗」と「黄色旗」、「ム  

カデ旗」、「≡角旗」が当主檎に「‾三角嵐」とトヒ星旗」、す困ムカデ嵐＿j と r－進貢旗」が、前磯ほ  

繭に「三角旗」と「五色旗」、「舶旗」がそれぞれ掲げられることになっているが、絵の申でほ、  

それらに加えて王家である尚既の紋章（巴紋）を白く染め抜いた日本式の職が加えられてゝ㌔る。  

これは和船である弁済船や鹿児島港路の楷船のようをこ薮に薩摩と関係する諸船に見られるもの  

であり【、『那覇港閲屏風』でもそのように描かれているが≠中国に対Lて薩摩との関係を極力隠  

一・・1≠トー・－l   



そうとLた当時の琉射蔓iが、あえて掲げたとは思いにくい。『琉球船舶園，』ほ≡巨淵による船舶管  

理が過去グ）話になってから以後㌔ 鞘霹瀾にな／〕てから描かれたものであり、唐船との混同が起  

きた吋能性を考えるノ、竜きであろう（。   

凱虹∴軋装についてだ藩㌔針鼠級船舶園 が布軌を磯っているのに対L 紆’那覇藤図屏風調和  

場合、ど紆敵料でも麓帆ないL網代帆を使っているように見える。聾者がこれ戊で慄㍍な雷ぺ  

きた調濠によれば、菱緋軋の材料はかヤ胸ガ、ヤと呼ばれるススキ類かどー∵ダと呼ばれるイダサグ〕  

類であ㌦〕たいただL、イダサは栽堵植物であり、商瀾澤あ〆ノたためれ普及す屠）捌ま太正斯に  

ム・′ノ）てから〝）ニとだ〟【ノ〕たそうであるrJ稲や麦ダ〕基を條〆Jた縫帆については問いたこことがないが笥  

ススキを酢〆）た帆は敷く、馴葦ヨ尋∨）多いために性能が悪かったそうである（二，羞三関き、右開き、槻  

引責胃きなど、も 多様馴軋ミ抵がきれているが、針路と風向との開陳に菖鴫わせて変更h再〕心髄なジヤ，ンタ  

の帆抑酢敵軒よ畑軌虹翫   

2．椙岨（牒は．表と卜 一用）   

これも唐船摩珊．馴根燕憾句 針恒凋型鞘針鍼沌。摘凋胎齢捌 に招け射昭雄磯を断  

と、唐船と楷船汐〕謁〆㍉三女ツタばま㌦〕たくri「巨ブニが、寮71潰されて数回那覇～桶川灘眠牒減㍑戊溜摘  

は、その鞘ち、劉澗巨凋紺銅銅闇捌こドー？ソプし〆て将船£ヒ晰選れるようを叫こなJ〆3たと♭ううこ、上県  

実際には遼㌦．｝貧：くー好一㍑凋㍑摘鍼㍍ 焉机鉦射糾那雛齢狛掛乃「矧掛巡率」た退きれた心磯常噂鳩湖  

中け酢掛紗弊制軋腹掛激針鰍彫Lたものが補りているが、その中に、…枚で庸二糀瀾儲藩登竜  

てい為もげ）がある（写鵡1うr、舷側捌鼠紅jj短か）〝）強い哨§鼠痘なシルエット琴〉1、晩熟の舶を範ねてダ  

ガー即∫】竃迂するW才識卜び）構浅近などがよくわかるr 

なおち 語対流球船舶一瓢眉グ細j箋によれば梢船にはぎ御紋放」が掘る㌢、られる、ニとにな♂つており、業  

際捌毀離紺l打数蜘扱いた＝本式明峰漸加え£）れている∈，㌃れは先述椚た粟津l相関鋸削緋剰軋  

で針鼠られるも齢だが．隊靡に対し芳眈鰍矧渕‰ 一審の方式に従っていることを藤凍ね戒い憾  

・                    －  ・           －－    ・・   ・       ・  

ているが、当職 訂琉凝灘灘憫…篭－は「即鰍敵上が掛かれているだけである轟 こうした輿動灘せ  

椚ような理由に滅と㌔棋薮．のな附かぅ 群朋服藩瀾㍑－ある。〕   

3．馬艦船（園9．表9 Ⅵ16）   

馬艦混巨㍗叩ランと統むが㌔ こ伊）流み一方から婆う想像溺れるくと惑ぶり、これか中閻のジャン針型に  

顛す嵐船型針持った船懲ある。をお、鰻狛隕伐紺前半慧で、こ椚船た同じ£うに馬艦戯凄呼闇暦  

る船か沖縄率偽塞海岸で磯潅漑ズーいたが（横井 2冊2b：pp．上汁祁J阻紛期と昭和期それぞれ  

の写窺を，比聴モ㌦てみると、舷側グ）放り過を）や舶瀾研削太、舷側■船底の漁色が大藩く変化して  

いることこがわかる（写威2 銅3）j。漁色はともかく、船塗豊そのも捌こ太きな変化があったことが  

理解できるIJたとえば船内グ）隔壁が極端に少なくなり、喫水線より下部の船首グ〕形状が太きく  

賢かっているが、このような構造は他のジャンク型の船には見られない。単純にジャンク型と   

リ7   



は言い切れず＼遷灘消滅が現地化する過程で変化が起きたと考えられる（櫨井 20（j21b：pp一卜  

l丁、1   

な拭このような変化を経た後げ澗離船の建造経験があるÅ物が中心となり、近世期の唐船  

や梢船、馬艦船を「磯軋‡言ノようと試みたことがあるようだが、塗色以外笥ここでとりあげた  

写薬や図像資料にある船体に似ているとは思えない（写蒸4）。2純7年現在、こげ〕形状を持つ船  

体は渓船ヰ模型を問わずこれ以外に造られていないが、今敷 これに倣って製作や建造される  

ようにな艶ば新たな船型が誕生することになり1、極端に言えば明治期以後に現地化Lた民俗技  

術に新たな「伝統の創出」が起きる可㈲塗さえ考えられよう。今後の注意が必要である。   

4．慶良問船（園10，表10∴16）   

この船についてはも実感がほとんど不明芳ある。あ和膨大な『琉球王匡卜評走所文数舅を見て  

も、「一朝鮮Å繚竜ノ㌦藤島間漂着馬艦船を以遠越低目記（第一製巻≠寛容番号320＝ にわずか2例、  

「壌月廿九El、慶良間島江朝鮮人漂着致破船懐こ付、順風次第、慶良問船を以御当地江送越筈之  

由＃ 儲」「尤∴乗船之儀、干潮二義揚∴水船こ相成條軋慶良問船を以追々此方江差渡笛之  

由単 。」と㌦もう記述が鼠ら鈍るだけである。この場合、船型としての藤島間船断言ってい戌  

のか、あるいは単に船籍が慶良問諸島にあることを言－＝）ているのかはわからない。   

また、徐採光による172且卑♂〕『糾▲Li停信録』を見ると、一山其各削主東通輩之船∴如j、皆尖底、  

底板鱗凍≠東平山船加飾欄檻為輿」という記述があり、「欄檻」に「飾－トを「加」えた「太平山  

紛」と）うう船の図が添えられている（図】7）。〉「太平虹」とこは当時汐沖河における用語で、宮古島  

をさす語だが、『琉球船舶図』や許ウ那覇港区靂屏風』の慶良問船には船べりからひらびらした簾の  

ようなものが下がっており、袈用的な機能は持たない装飾であるように見える。）「譲二平山船」の  ・・・：  
え渚もぼ、あるむうは何らかの関係が想定できるかもLれないし。ともあれ、これがなぜ慶良問船と  

呼ぼ艶愚のかという理由さえ、不明なのである。声   

な軋『琉球船舶怪童』の付箋によれぼ、慶良問船の諸元は「‾畏匹成三尾高サノりゝ民腐乱登丈三見  

画商慈覚億偲」、「本聴畏四丈三党廻三攫 帆最三文弐民幅弐宜巻尾 帆ケタ段弐宜三児廼菅尾  

三せ」、「弥帆聴慶三文弐民過流民 軌長老宜ノゝ民五寸幅壱丈友紀 帆ケタ長者丈六見廻壱罵」、  

「機長香淀七虎児羞寸－L 打線桑先見帽弐罵壱寸＿j ということになっており、上揖群）馬艦船より彗○  

やぺき、型ながら、ほぼそれに匹敵する船体規模を備えている。親告することばなか㌦コた♂〕だろう  

か。考えうる棲み分け方法としては、塗装を施さるごい簡素な外見から想像されるように、建造  

時和コ漏斗が低く、手軽に建造できたことがあったのかもしれない。   

ともあれ、名称の問題びとつをとっても不明なことが多く1、鷺なる調査が必要である罠 ち凋  

みに∴瞥者が当の慶良問諸島（濃霧敷島 座間味島、阿素敵、慶留間島）でおこなった調査で  

も、詳細は不明で守・∴イニ  

一一一〔）ト、・一▲・一   



5．唐船伝馬■石伝馬（図■トト12，表’ト1∴㈱  

『琉球船舶剛蔓で見尉睨計川再督汐〕船型冊まったく猥な〆二〕ているが、増【－調ミての『那聯港図屏風』  

で不椚馴二描かれている。′猛潤という〆熱線から推測されるとおり㍉ どたららも港内らこ代蔑きれる  

比較的近距離の穏やかな凍軒㌘Å雄汐う輸送に掛野した船であることは間違覧鳥なかろうが布野魔球  

船舶剛〝〕石伝馬はマ謁卜を2率備えており、ある掴ま湘艶本島と即）周辺馴麟を、ノ‾㌦劇L憐磯  

など、勺  もう少し拒桝の濃い航路㌦㌘憎用さ・れた町能性がある。ノ事鼠許奔流球船舶【乳召の右転燭に似  

た船は洲7年現在弦）ノも登山群島汐）黒島でおこなわれる数隼祭捌憧絶船鶴漕や沖縄藩感状灘祇磯濾  

湾でおこなわれるγランジヤ、ミと．いう祭を〕に豊嶋Lており く写窺5卯6う、かりては渡船やう饗搬船  ・－・・・  
いウテでンダ）と呼ばれる水源から消波を放み、那覇港内，の船舶や胴着他に凍を供給し㌦た新宅船  

（ミジウイプニ ）の写威が残㌦一）ている（写窺7）r▲少なくた‰右転馴三関む〆ては、近鋸りゝ後も沖  

縄で條われたことは間遠いなかろう。l   

＝沈‥唐酢闘馴∵相澤はか勇㍍膏瀾で鉦凱肇細すか蛤は松浦史料博物館所感働許明一  

回船具図巻』に「小過羅サンバこ〆h」と－㌦て描かれているが瀾潮、㌧ニれは近世瀾押M馴断に九機工  

たシャム（硯ノ狛乃夕γト町費掛船に附属するむ椚であり、おそら実は先揖銅唐船すなわちジャ  

ンク聖岬摘離跡に附濁す針軋艇を摘す‰のと思われ牒“LかL吼帽瀾闇後∴闇磯船舶図』にあ  

るよう敵船は腎蔑も残りておらず＼華燭磯∴ヤ舟場洞㍑消滅し〆た尋）貯）と離諦しる（｝ また、酢那覇  

湛儲‡屏風』に獲）明らかにエれたわかか船は豊壌Lておらザ＼た増え満潮瀾擢綱漕が燕尾状に筏  

．     ：      ・  

が多い（写幾昌〕。′近酬削二使われ「－ぞいたとLて肇）、それほど数は多宅なか〆一幻畑紆ではないだ憐  

一十小   

6．篤艦船伝馬（図13，衷12・16）   

これも伝儀たいう名称か㌫〕推測挙れるたおり、比較的近距縦の穏やかな凍漸で丸餅が什）輸送に   

・・．         ．  ！    －  ・   －－・－     ・・・   ・  

状と『琉球船舶園』にお里牒瀬棚ほ牒咽樟凋柑橘凋‖㌧訂那覇港図屏風』には特に£れ億描射鳶  

・：：．  ．   ・ ・ t  ：  ．、い    ・ ・     －   ・・  

ざ馬艦船という鋸那，rを冠したグ」）か、また知嚢際に馬艦船に附馴′〟′た頭ノ）グ）かとギうかについてはよ  

くわからない。。す璃でが名称七懐湖構瀾減㍑附腐L寅こわけでlはな官、薩摩か星）発航した升妻”船  

こ・i． ．・．．：・・        －   ．・   ・● ・ ・ －・   

：・．．・．．・．－   －   ・    ・ ・ エ  ー ●       ．－ －  ・lト  

が倣われたとし〆ても不思誘発ではないだ薫〕う£〉  

7．クリ船（図14，表13・16）  

『▲琉球船舶剛はもとよりすべて椚『那聯港図屏軋罰でも、ただ単に舷側板の上辺（船ペり）  

輿トー   



を保護する漂：めの薄い聴樹が取りノ訂寸けられているだもぅーである。複数の舷側根をつなぎ合わせて  

造られているようには描かれていない。一本椚丸太から執り出して作られた丸木舟であること  

は明らかである。船首ゆ船尾の正面がどちらも逆三角形の平面に加工され、船体中東志りも舶  

に近いところに帆柱が立ってい濾。ま沃㍉ 紅組楓船舶図』で闇牒明暗瀾膵丸太を削り残Lてロ血  

プ類を取り付ける突起を備えていることがわかる。こうした形状や加工上の特徴はサバニと呼  

ばれる準構造船にも共通しているが、ここに描かれているのは明治期になってから複材化した  

サ㌔ゞこの、それ以前の原型ともいうべき船である。許一那覇港担ぎ屏風』でほ太半の船に2尤L′か乗  

って♭篭ないことから、船体が極めて小さいことがうかがえるのだが、訂琉球船舶図』瑚寸箋では、  

堂農ば牒メ㌧一 トル弱、全幅は9¢センチメ、岬≠トルを超えている。丸木舟としては比較的、大きいの  

だが、こうした大型の丸木舟を作るだけの村本は『沖縄のような小鳩傾からなる地域では難し  

かったろう。サパニは明治期以後、漁法の太規模既に伴って離職が太彗望イヒし、■ぞ州れを契機とし  

て複材質ヒLて準構造船となるのだが（聴井 2〔き05a：pぎ〕．27一舶）鞄それ以前から、すでに太型化が  

始まっていたことも考えられる。  

冊 おわりに   

聾者ほこれまで夜景翳沖縄群島の船を例として。まずは海事学。造船学等の技術的方法を援  

用Lた観察捌聞き取り 幽玄敵および挺j像資料の読解によを〕ながら、各時代におもケる各船の構  

造い隆能明通開 く礫翔う 方法といった技術的栢徴たやれら葡互職関係性を明らかにL、ついで  

その技術数的変遷を、その船を取り巻く自然婦社会¢文化という三つの環境的要巨竜が変化する  

動態と関連付けながら、それ自体、適時約数態とLて論じる読みを続けてきたり 臼ゝらたくいえ  

ば鴇 督欝的構造物であるきまぎまな船が、レ㌔つ－どのような筐羞然の中、と－Pのような社会的㍉嘉  

柁約静寮のもとでどのような運用（條削 方法別号ちち ぞれに合わせてとJのような構造論性能  

を持つようになったのか、そして、そのような環境的賓醤がいつ・どげ）ように愛育ヒし、その結  

深としてそノの技術的特徴がとチ狩ように変イEL、あるいは他のモノに代替され、消滅した汐二）かも  

そしてそ卵中職何が払いつ√むと㌣こにヵどのように継承されたげ）か、そしてそれはなぜだった翔   

一－，－－－－、  

2川闇〕二Ⅲ〕・卜l∴ 拙i∴ミニl：ドと「）．卜1！．封机上i：伸トト：丑帖、1こi：川〕．ご丁、・巨l、拙肘二）：I叩＿三ううしトミー宣上  

2溜7：節P．ヱ㌦1軋。   

ぞして鴇筆者はこのような議論の枠組みを「粗放元をデル」と名づけ、体系化を試みるとと  

もに事例報告を積み上げてきたわけだが、その中で、船はそのような環境的要陸ほその変化の  

動態を見るための「窓」として酒手冒可能であるように思われ、びるがえって、副次的頓間接蘭  

にせよそれらの船を使う集団な曳ノ㌔し地域濠－とりまく自然・社会せ文化的環境の、各時代におけ  

る状況と変遷を明らかにすることができるように思われた〔板丼 二離散∴群－55～70h換言すれ  

ば㌔船の緩衝史的変遷を動態論的に記述することば、すなわち自然勤社会・二丈化の変容を記述  

することに通じても㌔るのでありゃ、そのことは船に限らず、民具あるいは物質文化と総称される  

－－－－－1l叶卜一、   



モ十許科料般にも言えるように思う。従来、単に分布諭、系統論に終始サるも糀ほ茂れ、少な  

くとも攣昌の近くでは軽視く挙れがちであったモノ嚢料に関する技術史的研究も笥 民俗学綽文化  

根鰍勤甘酢兜における視座のひとつとして、じゅうぷふ㍉盛運するように思われた♂〕である。  

綾織婆）また息化であることを考えると、このような認識は言わず集転がなのことであるように思  

われるのズニが、筐iき㌔ニし〆て、甜洋学偶文化プ」緋妄ま：的研警告方法とLては別扱いされることも嘉夢）つた  

ように思われる 

たとえばち メ已鋳者が取り和んでいる奄美）沖縄群島の船の場合、楽日忠司華南石勝彦らによ意  

捗舶榊椚銅雄㍑凍㍉上江彿軋．伸隠私紛∴北鼠隊充当 下野敏鼠、比藩政羞、金城腐∴義正適  

援∴豊肛掛∴酢‡武徳、馴褒太郎も L川粧鋸と卜『〕による民俗誌的な事例槻誓「があり、池野茂、地  

営正治、上州香∴羞勺 小野憑き了㍉薯璃瀾「憫∴ 蔑摘摘∴ 毒ほは沌㍍遷紺山都桁＼江用銅狛鉱  

山盲彗◆藍武らによる歴史学的そ酢粍なと経絡碩がある椛）だが＝主5）、ここで撃むずた三つげ）方法によ  

か酢賂軒∴㌣れ㌣汀個別に碩み上げられてきたように見える。むろん、閉篭激減鳶力儀儲凋儲  

肴ごとに掛捕であるペ牒で成湖、賽やがそれらに厳密であることば洗Lて烏鷺められることでは  

なく∴当然頂こたではある椚だが、緒学問朝亙間椚協働は緋魔暮れるペ牒で瑠璃骨㌦離躍欄招  

は～妾う孟ジろん他汐」）夢よミのごヒノ）紛糾び）鳩で㌢で窒う、こげ）ような登え方に婆jと〆二）く研究は、少なくとも  

饗瀞げ凋肝ごは規ずi：尋）階数ヒほ…、がたいが鼻 時機なが仁）りゎ く車」√√〕〆げこいない、「ヒ思う次第である。」   

たとえば、特に社会相等稟琵あるいほ嘉す紅潮究椚牒射或でl琉球」、＝覇巌」旬「オ葦ナす」などと絢  

Lて 潮され雪 卜かラ別偽比重ヒグ）用利、蔓率二旨二岳 あるいは「ヤマト1か紆級されがちなこれ  

轟玖軋針酢巨単なる地理的概億粛J照り茂雄潤」牽「患化衡鴎」ないL「地機」としてまとめ  

られるぴjかという聞騒がある〔｝為密着がこた芝わ〆Jてきた船の仏者i例で婆j、終船夕闇布状況は雪奄美、  

酬軋登溝∴み射㍍損澗機隕酢捌摘猟砿鉦裾那鉦腔磯鴬∴榊雛摘潤よう糾軒一頂島内  

酢管さか偏かていた。こ附こたは、脅釣船を描いてきた各地御嶽黙い習億∵茂雄膵臓済眩膏雄  

應患鞘各級性を加塞にホしている（板非＋紺賂㍍開扉かパ郁鶏饗潜はこ椚ような牒瀾撼瀾沌恨凄  

－－－－一  
各ぬ椚篭 教戒沃汀耕一ば幽明中ぞあが㌣馴齢緋．潤滑に凄に多様を社数㌣恕瀞制あ机机ポ雛＝  ・：－・・  
して澗捌勺に頭）憩戴濠一有L続けると思う。きまさ認な「瓢」射通Lたこれら地域聞凝億や戌服  

の掛敵性か紛誹性に関する諦繍は、これからも蕃榛される戒きぞあわ、脅麿蘭わぺ歳誉ほ∵牒  

紆前史を知ることも採用摘糾鍼かが㌦素蜘加数含もまた、その磯的展開について登戊牒こょも避  

雷になるように‡扱う㌘）で痴）る′｝   

ただし∴掛かいことを諾うようだが、そ椚前史すなわち各船開の系統周梯牒雁瀾時期揚経路  ・：・・・  
すか忠恕輔阻像などのい如ゆるぬ料については、当然 憤藍の叫足こにも憤厳産・期Lたテキストタ  

りティ恒血 タが必要妙㌘ある∈〕モ㌔馴牛研究は単らこ過去げ将貌を再構成するだけの寒）のではなく旬  

現在から未来を見据えた藩論も可能だた筆者は考えている。Lか㍑、遇戌凍牒潤摘し、記録掬  

州】血10ユ 叫血   



●   

ば堂体♂〕文脈とは関係なく都営の良い記述や描写だけを悪意的に選びⅦL、障針鼠帖牽『伝揮的  

には』などグ摘録数的な凝り方で時系列を無視したり、単発的な記述を一般化Lて強弁Lた堕す  

る」よう凱「魔系列に対する糎寮任な華度」は厳に悼まねばなるまい。〕繰り返すが、釣ちの検  

証が不可一能な議論は議論とLて成立するはずがな転うグ）である。自戒L／たい。  

注  

〔1）残念ながらその成果はいまだ盈刊されていないが句′jパ野、、謝敷は『那覇港図弊風』につい  

ての研究会を催して、ぞれらを「読む」作業を倦み上げている。  

（2）これら現さ資料はすべて実見したが、直接、現地に出向かなくとも、今は軸装きれている浦  

添滞美術館の「琉球変易港閣」を除き、九州国立博物館が鋤勝率に催した特別展『うるま ちゅ  

ら島 琉球』約数夏…終に叢Lい印刷がある。また、横断帯美術館の「琉球変易港図」は、同館の  

紀要第7号にカラ…で鴇戴きれている（ノ今回の作業は主にこれらによっておこなった。  

（3）沖縄県立博物館や首司県立図啓館軋琶し納文庫、沖縄県立芸術大学区i書館｝資料館牽西尾市立  

図書館岩瀬文庫などにも、同時期の同モチ血ブによる他の図像資料もあるが、絵画的演出が朝  

対約に多いためにデフォルメが目立つことや、写蒸しか残っていないために詳細が不明である  

ことなどから、今回はとりあをヂなかった。  

（4）藻草納宗徳の「那覇託敷地蔓乳iはユ9輔卑に沖縄風土記刊行会によってはじめて腱に出され、  

j㍊後、きまざまな番物に掲載挙れてきたが隼今桓言は、2湘5年に内閣府沖縄線食草務局那覇港湾鶉  

空港整備尊瀦所が発行Lた〆環ンフレット、『やさLく読める那覇港の歴敷』の2Sペ加岬ジに掲げら  

れたものを参照した。，ぎ司地図が掲載きれ、比密約、ノ丸手Lやすいのは∴L9S3年に杓欝房から発桁  

された『沖縄歴史地図 歴史覇』だろう。なお、余談ながら、許LやさLく読めるヰ …。』は若奪  

潜むけにわかりやすく編集されたものであるが、収録されている敷料は、ニれ以外に賓）教養な  

ものが多い。非売品であることが惜しまれる。  

転5う これら汐〕論者は他にも数多く汐〕立車を発表しており、参考までに、以下、ここではそヴ〕中  

でも準に筆者が繚諺3遮Lr参照しているもげ〕を挙げておきた♭も。奄糞一沖縄澤海抑船について考  

えるとき、ここに挙鼓ヂた文献は澱低でも読んでおきたい婆）ぴ〕ぽかりである。  

池野蔑  

199産額 『琉球山原船水運の展開』 ロⅤン書房〈。  

地雷正灘  

－            －                     －－     －             ‥－   －、  

書店。  

上江洲均  

1973年 『沖縄の民具マ』 慶友社。 

ーー1りゴ   



ユ982年 『沖縄♂）暮ら1Jと民具』 慶友社〔 

上田不二先  

l紺1年「‾漁具」打方糸滴市史資料編12 民俗資料』 糸漸労役所。j  

小野まき子  

1994年 「≦，振放琉球瑚芭の島と琉球 州岬評靂所立番の寄倒針通Lて岬」机乳酪諸島にお再戊凋  

化複合の総合的研究』 8～ユ（慣 沖縄県立芸術大学。  

川崎農稔   

帽鋸年 訂日本丸本舟の研究』 法政太学出版局だ。  

喜舎場【山陵   

且97碑三 「薩琉関係の沿革と所収饗劇」『那覇市史資料精解山肌山番2』 那覇官有£。   

温974年 「馬艦船考」隅櫓及掛取＝離㌢ E極海事史学会イ。   

乳995年 箸F近世薩琉関係史げ）研究』 国審判行合。  

北見俊夫   

軋973年 ㌻一滴島の海上交通民俗 造船儀礼を中心に仙j 翳り歴史Å類』5骨 3～2鋼翫雲瓢波兼学  

歴史Å斬単糸。  

金城功   

ユ9旧年 『近代沖縄の鉄道の海遠敷易 沙るぎ、祉。j  

金城衛   

臓凱年 「漁業」『糸溜市史資料編12 遠忌俗楽料』 糸満市役所。  

柴任l悪司   

軋998年 『一乗アジアと東南アジアの賂』隠噌掛野物象齢   

温991年 『北西太平洋地域における在来型沿岸猟船級農相眉 東南アジア漁船研究会に  

下野敏見   

且989年 『ヤⅤ卜琉球民俗げ〕比較研究』 法政太学出版局。  

白石勝彦  

－－い －                   －         －－      一  

重江良彦  

1981年 「交通¢運搬】」『図説 郷土グ〕くらLと文化 下巻』 別2√‰2ま7粛、新鼠一夏富濱＝出版仁 

高良倉膏   

L985年 「‾隠遁の発展と商活動」拍闇那机鋸削鋸裔＝箋 ヨ聯掛取  

出侶晶子   

2001年 旨指L本舟』 法政先学出版局。  

塵見山和行   

2002年 l神海船と久米相川l『北の平泉∴南の琉球』 2㈹叫～219常、中東公論社。  

登山修  

、ll1二ミ   



膵格準＋紅鰍軋紆執政邁 瀬戸内町教育委展墓  

名藻衆意勝   

摘旧年 「山原船」『沖縄太百科寧鼎 下巻』 765凱沖縄タイム郎と。  

野口威徳  

1975準 「沖縄の伝統的船をこつ態うて」許船』 こLユ9～139臥社会思想社。  

比藩政浣   

ユ973卑 「シヌダ欄㌢ランジヤ ミと船漕ぎ儀礼」許潮縄県史 第望3巻 民俗2じ∃ 沖縄県。）  

遊牧太郎   

ユ99凍寒 『島を見直す』 南海田ノ専断間社。  

山間養鯉   

温9爵膵 「労働（海）」酢監或説 郷土の残らLと文官ヒ 下劉 202′㌦21頂、新星図書出版。   

ユ9渥率 「海都道」『龍凝琵鞘“誌 民俗編』弓 95〆・㌦yl鼠6貰う龍郷町。  

跡形礁蔑   

望若齢温尊 「『南島風」二詑』をこおける『尋濫』につもうて」賢洩料編集室紀要』望6号 33一、～穏8常 沖  

縄県教育委発会。き  

山下覚就   

鼠9搬準 『寮森六年の奄叢 解説「義輝首御取扱御…冊」。腰 ひるぎ社。   

鼠995年 ぎ仙『御罰許激発飛船蔑日記』につも〆うて」許▲南日本文化易 鹿児島女子短期大学。   

参照文離  

教務英膵   

望働且尊「奄美東嶺の紛 激怒舟と準構造船」『沖縄民俗研究』20号1ユー、・一別蔚、沖縄民俗学  

∴′一、  認諾鶏   

望猟2単記 「奄末永島の船 を一夕－－船」『沖縄民俗研究』21号 73一㌦90蔚、沖縄民俗学薯。   

2榔2年馳 「馬艦船職多様ぎ沈とその常数j 酢民具マン′。筑まj…』35巻5号 ユへ′17蔚1も 日本常民覚  

柁研究所。   

謡藍闇単品 「沖縄県本部半島の準構造船かダタサー」陀離針Ⅴン議∴一打泌巻㌢号＋1主潮凱  

日本常民文才ヒ研究所   

2鍼3年払 「酋譲二離の率の船 奄美刺沖縄群島の船について汐）書誌学Hj『沖縄民俗研究』22骨  

鮎十腰慣＼沖縄民紛争象   

望捷扮∠各年a 「一流棟東学資料館『風樹館麒∃新版蔵のサバこの帆について」訂民具マンスリ～州」】36巻  

ユユ骨 且～6常、日本常民文化研究所。   

2潮竣卑b 「沖縄鼎収受料編集室所蔵のポル㌻・ガリレ語意離。」『琉太アジーァ研究』5号 6”卜76常、  

琉球光学法文学部野紺構ア£㌔ア研究施設。   

望郷5奪還 「沖縄の準構造船8サブギこ その登至境から代替澤消滅ヰ継承まで」『民具研究』13〕  

－－－－1け」巨－－1－   



替 宣㌣ヰぼL 日本属巌単数   

2（）05勒「奄美太鵜伊）船の代替痴消滅〃継承 任那紺瀾激務げ〕事例か紅＝ほ雄雄潤滑凋媒  

巻が替 5瀾｝諷順L 日本覚代人粉乳数   

鋤紺航も 「磯濡凍瀧澤噸「あ藩舶瀾灘凝鶴見藩刷丸腰凝働渦照準朗状況」紺囲駆離舗胴捌芝  

軍・沖縄蓬粟。俗学烹（。   

錮鰯軌「敗酢掛晰か離別離離鍼ほか譲雄ン捏盈的膠墟と椚閣雄性につ舶て鍔磯撼膵膵臓  

血沖縄春鵜の準構造船パサパこ鞘準例から酬」摘雛鋸里錮鋸雛椚雛桝郎劉パ射替 展那漸  

人環隠軒学際翻酢雛軋   

謝礪渾互 i敵針雄臓脛鰍捌槍 嘲牒然パ服炉漠胱勒鋸銅一見る！【鼠j とLてのこEノ研究  

－     一   

鮒桝ド 「湖鈍軋嬬勘描開折濱磯紆附 加一腰．軒祭開爬舵船‰」紺熟勘∇ンスリ…』罰磯服愕  

い湖沼、什軒削那紺淵慨漸  

比賂政夫   

膜粥隼 「脱線細緻患他郷鰍獅削鋸削パ磯族学研鎗狛弥勒㍍替 頑罰～摘膵〔日確購灘浮焼  

津波商志  

－－ －    －－ －  

嘲り州什105－－   
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回7一～14をデ琉球船細菌』  

野激涙閤意博物館園版沼綴 鄭求資料篇電設扮り透軌率親史論東繍出版）』遮び  

園払 噛船開  園7 唐船園  
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図■10 藍良問船回  園
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回’11 石伝聞図  

曹  

図12 唐船伝聞図  

磯敵  

、一－‥lトト－   



図13 馬艦船伝聞図  

図14 クリ舟図  

，，・－115一一－   



図15 帆装一隅走概念図  

・一∴1lしト11l   
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建爵 鰐笥1瑚躍5や牽】ル5『うる京ちゆら鳥銃琢ほ00彷埠如何詞意博物療）』  
躍1葛ぷ郎羞『浦添市貴簡潜紀要第フ驚く199爵韓浦添市薬締館）』  

鄭肇濾濁鴻戯一驚濃  

酢啓一∇汲卜赤旗∴－・マスト   
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写真4 唐船模型（沖縄県八重瀬町にて）  
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写真5 黒鳥の爬龍船  

写真6 塩屋湾のウンジャミの船（国立九州博物館蔵）  
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写真7 落平の水売船  

写真8 台湾・台北郊外のサンバン  
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